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管内法での建築材料の垂直入射吸音率測定方法（JIS A 1405）

Zzzz

Zzzz

吸音

吸音

BwOOOOn!

日本アクアでは現場発泡、現場施工で隙間のない
断熱工事を実施しています。また施工後に有償で、
気密測定を実施。安定
した品質の断熱工事を
実施しておりますので
安心して暮らしていた
だけます。

アクアフォームの細かな連続気泡構造は吸音性にも優れていま
す。高い気密性により外部の騒音や内側からの生活音の漏れを軽
減するとともに、アクアフォームの細かな気泡構造が音をスポン
ジ状のフォーム内に拡散します。外からの騒音の侵入や、生活音の
漏れを気にすることなく快適に暮らしていただけます。

静かな住空間・
吸音性能

ポイント②

隙間から漏れる空気は漏気といいます。建物に隙間
が多いと、風や湿気が外から建物の中に入ってきま
す。建物を効率的に換気するには、まず高い気密性
をもった住宅を造る必要があります。高い気密性が
あってはじめて、効率的に、計画的に建物を換気す
ることが可能なのです。24時間換気システムとの組
み合わせで、アクアフォームは健康的な空気環境を
造りだします。

換気システムの
効率化

ポイント③

施工後の
気密測定（有償）

ポイント④

柔軟性に富んだアクアフォームは微細連続気泡
構造で、一般的な独立気泡構造と比較し、吸音
性に優れています。



取得済

温熱環境等級4（次世代省エネ基準）型式認定

　取得済みの住宅工法です。

ネクスト エーケー

●エアコンによる暖冷房の場合
　エアコン効率COP4

●CO2排出係数0.555kgCO2/kwh

年間暖冷房費用

CO2排出量に変換
暖 冷 房 エ ネ ル ギ ー を

80,500
119,000
180,300

年間暖冷房費用

80,500
140,000
180,300

61,300
106,800
192,500

2100
3100
4700

暖冷房費

CO2排出量

2100
3700
4700

1600
2800
5100

単位 kgCO2・年

単位 円・年

年間暖冷房負荷

5 6

NEXT-AK工法でもっと快適
NEXT-AK工法とは…
アクアフォームを使用した新しい住宅断熱工法（IBEC）

特徴

複

雑な
施工なし

割安
な施工費

建物
も長持ち

従来からある次世代省エ
ネルギー住宅と比べて割
安に施工できます。

断熱、気密工事が2日で
完了します。工期は従来
どおりか、むしろ短く

なります。

指定の高性能部材を用
いるのみで特別な施工
は必要ありません。

評定工法なので、確かな断熱性能
です。「等級4」を取得している

仕様もあります。

隙間のない構造で暖冷房のロスが
少なく、一般的な住宅と比較し、
暖冷房に必要なエネルギーを
約1/2に抑えることが

できます。 結露が発生しない建物にやさ
しい工法です。建物の
耐久性を高めます。

冬は暖かく、夏は涼しい、快適な住
宅です。高い気密性能により、室内
温度差によるヒートショック

もありません。

借入金利の優遇を受ける
制度などがあります。

関係省庁による補助金の給付
税制面における控除などが予

想されます。

申請書

NEXT-AK従来

mon tue wed thu frisun sat

1 2 3 4 5 6

18万円
旧省エネ
18万円
旧省エネ

18万円
旧省エネ

8万円
次世代省エネ
8万円

次世代省エネ

8万円
次世代省エネ

10万円
お得！！
10万円
お得！！
10万円
お得！！

目標

（前政権）

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

CO2

地球温暖化防止を目的として京都議定書が締結され、CO2の排出量を
削減するため、次世代省エネルギー基準の住宅が求められています。

政府はCO2の削減を2020年度までに1990年比25%の削減
を目標としています。これは前政権より17％も高い数値となり、
より高いレベルの省エネ住宅が求められます。

次世代省エネ住宅

次世代省エネルギー住宅は、
なぜ必要なの？
1 2

温暖化防止の

取り組み

1997年12月、京都で開催された「気候変動枠組条約第3回締約国会議（地球温暖化防止京都会議、COP3）」では、先進国から

排出される温室効果ガスの具体的な削減数値目標・達成方法などを定めた「京都議定書」が合意されました。その後の協議で、

詳細の合意が決定され、各国の締結手続きを経て、2005年2月にロシアの参加により国際条約として正式に発効されました。

￥ ￥

工

法認
定を取得

お

得な
冷暖房費

住む
人に快適

工期
そのまま

優遇政策

アクアフォームは優れた断熱・気密性能により建築環境・省エネルギー機構より次世代省
エネ基準適合住宅の評定を受けています。120m2の住宅のⅣ地域での全館連続暖冷房の
エアコンによる年間暖冷房費は約80,500円～です。従来の新省エネ基準に比べ約40%程
度、暖冷房費が節約できます。（注：年間暖冷房負荷の基準値より、各条件でのシミュレー
ション結果です。住まい方、建物条件などによって結果は異なります。）

暖冷房費で省エネ実現！

環境コラム

【現状】

【今後】

将来の環境を
考えたらやっぱり
次世代省エネ住宅

ですね。

次世代
省エネ

見て納得！性能データ⑤

アクア博士

CO2の排出量を削減！地球温暖化を防止!

2020年

80％

100％
新築住宅の省エネ判断基準の適合率

※Ⅳ地域120m2の住宅の場合
※エアコン効率COP4で計算
※1kw・hあたり約22円で計算
　（経済産業省の試算に基づく）

Q.なぜ半額になるの？
現場発泡断熱材だから隙間の
ない構造で暖冷房の熱ロスが
ありません。具体的に暖冷房費
で比較すると旧省エネの1/2以
下に抑えられるのです。

次世代
省エネ

新省
エネ

旧省
エネ

年間
暖冷房費

80,500円

140,000円

180,300円
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施工の流れ
※在来軸組工法・2×4工法のどちらにも施工可能

現
場
へ
到
着

1

3

準
備
作
業

2

養
生
作
業

屋
根
に
吹
き
付
け

4

壁
に
吹
き
付
け（
シ
ー
ト
）

5
壁
に
吹
き
付
け（
面
材
）

または

金
物
・
基
礎

6
削
り
チ
ェ
ッ
ク
・
清
掃

7

養生

工事車両（2t ロング等）
ドラム缶の中にイソシアネートと

水を含むポリオールが入っています。

シートに吹き付け

屋根に吹き付け

筋交部分やコンセントまわりにも隙間なく充填

基礎断熱工事 削り作業

熱橋金物に吹き付け
（断熱補強）

温 熱 環 境 等 級 4
壁断熱厚み基準
（75mm）をクリア
している

ゲージにて
厚み計測


















